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2．44mM ／L 　とな り以後 わ ずか に 上 昇す る 傾向が 見 られ

た が有意で は ない ，帝切群 で は 変化 の 少 な い 傾向に あ る

と思わ れ る ．

　 焦性 ブ ドウ 酸値は 毋体静脈血 0，229mM ！L ， 臍帯動脈

血 O．382mMIL ， 膀帯静脈血 G．332　mMIL ， 出生後 は 1

及 び 2 時間 に 各 々 o．183，
0．169mMIL と低値を とる 傾

向が み られた ．

　過剰乳酸に つ い て は 我 々 は Hackabee の 方法 に よ り同

一血管即 ち緕帯静脈血 よ り算定を試み た が正常経腟群中

に も出生後15分に高値を 示 した もの が あ る ．

　以上我 々 は分娩現象が胎児及 び新生児に 与 え る 影響を

糖代謝の 面 よ り正常経腟分娩及 び 選択的帝切例 に つ い て

検 討 し こ れ らの 変動 は 2 時間 を 転機と して 平定化す る傾

向に あ る と考え る ．

　質 問 　　　　　　　　　　 （九 州大 ）木村　制哉

　乳酸 ・焦性 ブ ドウ 酸定量時 に 同時 に 函 の 測定を した

か ．

　答弁　　　　　　　　　 （東京 日立 ）榊 　　玄彦

　 Ptl， 有機酸 ，
　 Apgar を平行して 測定 し て い る ，

　追加　　　　　　　　　　　（東京大）藤井　　仁

　わ れわれは臍帯血 の pH，　 Lactate 値，　 Pyruvate 値 ，

な らび に Apgar 　 sc ・ re
， 羊水 こ ん だ くな どの 関係に つ

い て 検討 して い る ．簡 単 に 成 績 を の べ る と ， 臍動脈 血

（UA ）Ptl値を O，05毎に 区分し検討 した とこ ろ ，
　 Pl｛7，25

以上 の 例 で は UA ．　lactate（UAL ）37．9  劣，　 U ．A ．

pyruvate （UAP ）0．9皿9％ で あ り，　 PII　 7．150〜7．10D群

の 値 は 4．5， 1．3 と漸増 の 傾向が あ り，Pl−17 ，100以下 に

な る とそれ ぞれ 77．5， 1，6と有意 の 差 を もつ て 増加 し て

い る ．声 の 低下 ｝こ つ れ て Apgar 　 sc 。re の 異常値 ， 羊水

こ ん だ くの 出現頻度 の 増加な どの 臨床的所見 の 異常も多

発 した ．

　82．新生児期血液成分の 変動 ， 特 に臍帯動静脈血間の

性状差 につ い て

　　　 （済生会新潟総合）○笹川　重男，阿部　　進

　成 熟新生児血 液諸成 分 を ， 臍帯動脈 （A ），臍甫静脈

（V ）か らそれ ぞれ 採th［し ，また 生後 1 ，3 ，6 日目に

検査 して報告 し た ．好塩基球数は 稲垣 の 直接算定法 に よ

り， 淋巴 球 の PAS 陽性率 は Hayhoe の 変法を 用 い た ，

　赤血 球数 は A ．V ．お よ び生後推計学的 に 優位な変動 は

な い ．血 色素量 も15g ！d亅前後 で 生 後 も大 ぎな 差 は な か つ

た．ヘ マ ト ク リ ッ ト値は 48％前後で あつ た ．MCH は 30

〜40で 高色素性 ， MCV は 100〜 150μ
s

と 大赤血球性

で ，MCHC は ほ 罫 成人 の それ と似て 居 た ．網赤血球は

AV 共 に 3 傷前後で 6 日 目にや や 減少した ．白血球数は

AV 共 10000！mm3 前後で 差な く3 日 目で 既 に 優位 に減

少 した ．分類で は AV で 淋巴球が 比較的多 い ，好塩 基 球

数 は ，A で 4Ll ！mln
’v で 39．5tmm3 と成人 に 対し比較的

多 く ， また 妊娠末期 お よび 分娩第
一
期婦人 に比較し て著

明 に 多か つ た ．3 日 目は 1 日 目に 比 し優位 に 減少 し た ．

血清 コ レ ス テ 卩 一ル 値は AV 共成人 に 対 し低 く，以後優

位 に 増加す る．ア ル カ リフ オ ス フ ア タ
ー

ゼ 値は 15KA 前

後 で 以 後 も
一

定 の 変動 は な い ．血清蛋白は AV で 差な く

以後 も大 きな変動は 見 られ な い ．AIG は AV 共 に2．26で
3 日 日に優位 に低下 した ．Al は AV 間 に 差 は ない が生

後優位 に 減少 して行 く．gl で は α
匸

は 変動 し な い が α 、

お よび β は 生後 1 日 目 よ り 3 日 目で 優位 に 増加 した ．

γ
一gl は AV 間 に差な く， 1 日 目， 3 日 目で 減少した ．ピ

リル ビ ン は A で 1．75m9！dl，　 V で ，1．58   姐 で あ つ た が 推

計学的 に優位差は 見 られなか つ た ，勿論生後上 昇した ．

　 GOT は AV で 多 くは 10〜20単位，　 GPT は AV で 0

〜10単 位 の 間 に あ り何れ も生後変動 は 優位で なか つ た ．

K は AV で 3　
一一　4　mEq ！l，

　Na は 120〜 工45　mEqfl の 間

に あつ た ．PAS 陽性淋巴 球 は A で 21．95％，V で 24．O

％で 生後 1 冂 目で 減少 ， 3 ， 6 日目で 漸増 した ，骨髄中

淋巴 球様細胞 の 陽性率 は 末梢血 に 比し低 く，同様 に 逐 日

的に 増加 した ，

　以上 の 結果 に 若干 の 考察 を 加 え て 発表 した ．細部 に つ

い て は 目下 史に 検討中で ある．

　質問　　　　　　　　　（兵 庫 ・神鋼 ） 中村 　隆一

　新生児血 液 は非常に溶血 が多い と思わ れ るが そ の 処置

に つ い て どの よ うに 取扱 わ れた か ，

　答弁　　　　　　　（済生会新潟総合）笹川　重男

　わ た くし た ち は ヘ マ トク リ
ッ

ト管で 遠沈後の 上 清を肉

眼的 に 判定 し，溶血 の ある もの は の ぞ い た ．

　なお溶血 に 関 し，現在赤tf［球抵抗を し らべ て い る の で

追つ て 発表 した い ．

　 83．RH 陰性妊婦 と羊水分析 に つ い て

　　　 （大阪 ・淀川 キ リス ト教）

　　　　　　○河辺　敬三 ，王 　　春雄 ， 笠 井　貞夫

　　　　　　　田川　哲生 ，合瀬　　徹，鶴原　常夫

　　　　　　　荒木　正 義 ，上 野　成子

　昭和32年 よ り本年10月迄 に RH 陰性産婦 182例を 取 り

扱つ た が ，抗 D 抗体上 昇初産婦 8 例 ，経産婦36例 ， 抗 E

抗体 1 例 に ，抗体 と児 の 予後 に つ き検討を 加 え た ．更 に

RH 陰性28例 に 計60回の 羊水穿刺を行 な い 比較検討 し

た ．その うち14例 は 輸 血 ，重症黄疸等に よ る脳 性麻痺も

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


